
 

 

 宇部市在住。 

お子さんの玄太さんは、3 歳の頃に発達障がい

（ADHD）と診断を受けました。幼い頃はパニックがひ

どく学生生活も悩みながら過ごす日々でしたが、数々の

出会いを通して、療育や支援により成長してきました。 

「障がいのある方やそのご家族にも僕のウォーター

アートを見ていただき、希望や夢が広がってもらえたら

嬉しいです。」と、日本各地でパフォーマンスをされて

います。 

・山口県ADHDを考える会 世話人（貴美子先生） 

・ウォーターアートパフォーマー（玄太先生） 


